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特集 ポストバイオティクス（殺菌菌体・代謝物）

チャー企業として創

業し、50年以上にわ

たって乳酸菌商品を

手掛けてきた腸内細

菌のパイオニア。

『コッカス菌AD101

株』は健康なヒトの腸管から採取しスク

リーニングを重ね、選び抜いた菌株をよ

り活性を高める為に特殊熱水処理を行っ

た死菌体。当時としては珍しい死菌体原

料の有用性をいち早く見出し、製剤化に

成功した。加熱処理によってヒートショッ

クプロテインなどのグロスファクターが

放出されることで、体内摂取後、他の腸

内細菌の増殖能を高め、より多様性をも

たらすことを確認している。菌体では

「AD101株（Enterococcus faecalis）」のほか、

「AD302株（Lactobacillus reuteri）」、「AD206

株（Lactobacillus acidophilus）」、「AD 601株

（Streptococcus salivarius）」の 4種をライン

アップしている。

乳酸菌数は 1 日摂取目安の 5 粒中にAD101

株が710億個、AD302株が45億個含有して

おり、相互関係にある腸と脳の両方を健

康にすることで全身の健康へとつなげる

のが狙い。

ネーミングの『160兆個の新鮮細胞』に

ついて同社では「腸内細菌が100兆個、ヒ

ト細胞が60兆個といわれ、共生している。

腸内細菌とヒト細胞が一体化して機能す

ることで生命や健康を支えることから、

ヒトを160兆個の細胞と定義した。コッカ

ス菌はこの100兆個の腸内細菌叢の元気維

持を支え、ヒト生命を支えている」と思い

を込める。商品の卸販売を中心に、ニー

ズに応じて付加価値を高めたOEM商品に

も対応する。

同社は1973年に健康関連商材のベン

殺菌乳酸菌のパイオニア的メーカーの

(株)アドバンス（東京都中央区）では、近

年、認知症やうつ病などの社会的課題へ

の対応として関心が寄せられている“脳腸

相関”を軸とした商品展開を積極的に進め

ている。なかでもオリジナルのサプリメ

ント『160兆個の新鮮細胞 オメガ（ω）3ク

ルクミンコッカス』（写真）は、腸活や脳

腸相関というワードが話題となったこと

で注目を集めており、堅調な売上をみせ

ている。

同品には、アドバンスが発見した乳酸

菌コッカス菌AD101株、コッカス菌AD302

株に加え、脳の働きに係わる必須脂肪酸

α-リノレン酸やDHA・EPAなどのオメガ3

系脂肪酸、抗酸化や認知機能を維持する

といわれるクルクミンを配合している。

“脳腸相関”を軸に脳機能サポート商品展開へ
乳酸菌+αで付加価値を高めたOEMにも対応

アドバンス サンエフ㈱（東京都新宿区）は、サプリ

メント・一般食品からコスメ用途まで、

各種殺菌乳酸菌原料をラインアップ、原

料・OEM供給を推進している。単体での

原料供給はもとより、プレミックス原料

としての供給も可能。

主力の死菌「微粒型キムチ乳酸菌（KL

M1004）」は、1μm乳酸菌で一兆個菌以上。

体内腸管免疫活性を介した免疫増進効果

をはじめ、脂質代謝に関する研究データ

を蓄積している。免疫機能を中心に、スト

レス対策やダイエット機能を訴求。

化粧品用途で提案する殺菌乳酸菌は、

ヒト臨床試験でシワ改善効果を解明した

「KLM1017」、ヒト臨床試験で美白効果・

色 素 沈 着 防 止 効 果 確 認 を 確 認 し た

「KLM1011」など。ヘアケア（育毛）分野で

の臨床試験を計画中という。

いる。見学に来られた会社様の成約率は9

割を超えている」と自信を覗かせる。

このほか同社では、新規事業として菌

叢解析サービス『My菌フローラ®』の提供

を開始する。自宅で手軽に菌叢解析が行

えるサービスで、腸内細菌の割合や、糞

便中の短鎖脂肪酸量も測定する事ができ

るという。「自身の腸内細菌叢を知り、食

生活や生活習慣の見直しに役立てていた

だき、ポストバイオティクスの摂取につ

なげていただく事が狙い」としている。同

サービスは代理店を通じた販売を行うほ

か、企業の福利厚生の一環として利用を

推奨していく予定。

機大豆成分も含まれているマルチな原料

として展開していく。最新の研究ではス

トレス緩和における睡眠改善のエビデン

スを取得している。

これらの原料は全て長崎県大村市の新

工場で製造する。培養工程はすべてオー

トメーション化し、24時間体制でモニター

管理を行っている。培養時のpH、温度、

溶存酸素濃度をデータ化することで安定

した品質を維持しており、各種データは

顧客に情報提供も行う。また、培地に使

用する大豆については氷温保管技術を取

り入れ、保管時の劣化を最大限に防ぐ工

夫も行う。食品安全マネジメントシステ

ムの国際規格FSSC22000認証も取得済み。

昨今の食品安全性への関心から同社では、

衛生管理や品質において顧客の安心感を

高めることを目的に工場と研究所の見学

会も実施。「新規のお客様に対しても、検

討時に見学を行っていただくようにして

物の中でも熱の影響を受けやすいビタミ

ン類などもそのまま含まれているのが特

長だという。メタボローム解析の結果、

短鎖脂肪酸3種、アミノ酸20種、ペプチド

181種、ビタミン5種、ポリフェノール10種、

その他190種の計409種の成分が含有され

ていることを確認している。機能性研究

では、腸内環境改善やアレルギー性皮膚

炎の抑制、脂質代謝改善、骨粗鬆症予防

など多岐にわたるエビデンスを取得して

いる。

原料では、『乳酸菌生産物質PS-B1』に加

え、乳酸菌・ビフィズス菌、菌代謝物を

一度に摂取する事ができる『BG・21菌発

酵物粉末』もラインアップする。菌体と代

謝物、さらに培地として使用した国産有

㈱バイオジェノミクス（長崎県大村市） 

は、21種21株の乳酸菌・ビフィズス菌と

国産有機大豆を発酵させた発酵エキス『乳

酸菌生産物質PS-B1』について、製造工程

中で作り出される短鎖脂肪酸を含むこと

から、“ポストバイオティクス素材”とし

て提案を進めている。

同原料は、厳選した21種・21株の乳酸菌・

ビフィズス菌を三次にわたる前培養工程

を経て、国産有機大豆を培地に共棲培養

を実施。その後発酵物の状態から濾過を

行い、菌の代謝物のみを抽出した機能性

素材。発酵後に乳酸菌・ビフィズス菌を

最終的に取り除く滅菌工程では、0.2㎛の

セラミック膜濾過を採用する事で熱を掛

けずに滅菌を行うことができ、菌の代謝

短鎖脂肪酸を含有する“ポストバイオティクス素材”
『乳酸菌生産物質PS-B1®』、『BG・21菌発酵物粉末』を供給

バイオジェノミクス

微粒型「キムチ乳酸菌」を提案
サンエフ




